
老後に備えます
　65歳から一生涯、老齢基礎年金が支給されます。（終身
保障）
❶老齢基礎年金
　平成30年度年金額　779,300円（満額）
・�20歳から60歳になるまでの40年間（480月）の全期間
保険料を納めた人は、65歳から満額の老齢基礎年金が
支給されます。

・�老齢基礎年金を受けるためには、保険料を納めた期間と
保険料を免除された期間が最低10年（120月）あること
が必要です。

・�保険料を免除された期間の年金額は減額となりますが、
保険料の未納期間は年金額の対象期間になりません。

・�会社員や公務員（厚生年金や共済組合に加入）だった人
には、老齢厚生年金や退職共済年金が上乗せされて支
給されます。
不測の事態に備えます
　病気やけがで障がいを負って働けなくなったときには「障
害基礎年金」が、また、万一本人が亡くなったときは残され
た配偶者や子に「遺族基礎年金」が支給されます。
　会社員や公務員であるときの障がいや死亡の場合には、
厚生年金や共済年金からも基礎年金に上乗せされて年金
が支給されます。
❷�障害基礎年金
　平成30年度年金額（定額）　
　［１級］ 974,125円　　 ［２級］ 779,300円
・�国民年金加入中の病気やけがで障害等級表（1級・2級）

による障がいの状態にある間は障害基礎年金が支給さ
れます。※子の人数によって加算があります。

❸遺族基礎年金
　平成30年度年金額（配偶者）　1,003,600円
・��内訳  基本額　779,300円
　子1人の加算　224,300円
・��国民年金の加入者が亡くなったとき、その人によって生
計維持されていた「子のある妻・夫」または「子」に支給
されます。

・��子は18歳到達年度の末日まで、障がいがある場合は20
歳まで支給されます。

・��夫または妻に支給される場合は、子の人数によって加算
があります。

◆ご注意ください
　障害基礎年金や遺族基礎年金を受けるためには、障が
いや死亡といった事故が発生するまでの公的年金の加入
期間の3分の2以上の期間について、保険料が納付または
免除されていること、もしくは初診日または死亡した日の
属する月の前々月までの1年間に保険料の未納がないこと
が必要です。
◆届出が必要です
　年金を受給している人が引越しなどで住所や年金の受
取先金融機関を変更するときや、婚姻などで氏名が変わっ
たときには、年金事務所へ届出が必要です。日本年金機構
に住民票コードが登録されている方は、住所変更の届出は
原則不要です。

　国民年金の定額保険料（月額16,340円）に加えて付加
保険料（400円）を納めると、老齢基礎年金に付加年金が
上乗せされます。
　付加年金は申し込みをした月からの加入となり、さかの
ぼって加入することはできません。

◆付加年金の年金額
　200円×付加年金納付月数
◆付加保険料を納付できる人
　第1号被保険者（65歳以降の任意加入被保険者を除く）
だけが加入し納めることができます。なお、付加保険料も
国民年金保険料と同様に納期限（翌月末）から２年間納める
ことができます。
※�保険料の免除を受けている人や国民年金基金の加入者
は、納めることができません。

※農業者年金加入者は、必ず納める必要があります。

３つの基礎年金があなたの一生をサポートします

国民年金の「付加年金」をご存知ですか？

「学生納付特例制度」をご存知ですか？
　学生納付特例制度は、学生が申請により保険料の納
付が猶予される制度です。この制度を利用すること
で、将来の年金受給権の確保だけでなく、万一の事故
などにより障がいを負ったときの障害基礎年金の受給
資格を確保できます。

■対象者　大学(大学院)、短大、高等学校、高等専門
学校、専修学校などに在学する学生などで、学生納付
特例を受けようとする年度の前年の所得が基準以下の
人または失業などの理由がある人です。詳しくはお問
い合わせください。

問い合わせ先 健康推進課高齢者医療・年金係   ☎0968（25）7218
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